
26Y104 担当形態

開講学期 1

教科書
[書名／著者
名／出版社]

『保育内容「言葉」』／柴崎正行・戸田雅美・秋田喜代美 編／ミネルヴァ書房

受講生への
メッセージ

子どもの言葉の発達の基礎を学んでいきます。
積極的な議論及び課題作成に取り組んでください。この講義を踏まえて、後期の「領域「言葉」の
指導法」を実施します。参考書

[書名／著者
名／出版社]

幼稚園教育要領・保育所保育指針・幼保連携型認定こども園教育・保育要領／文部科学省、厚生労働省、内閣府／チャ
イルド本社

第8回 領域「言葉」と保育方法　2 教科書　第4章の内容を理解する　ねらい・役割・構成・計画・評価を考える

事前・事後
学修時間

(分／授業1回）
180分／授業1回

第6回 乳幼児のことばの発達をどう理解するか　2 教科書　第3章の内容を理解する　ごっこ遊びと文化財を学ぶ

第7回 領域「言葉」と保育方法　1 教科書　第4章の内容を読んでおく　領域「言葉」とは

第4回 乳幼児の言葉の発達を支えているもの　２ 教科書　第2章の内容を理解する　保育者の関わりを考える

第5回 乳幼児のことばの発達をどう理解するか　1 教科書　第3章の内容を読んでおく　身体表現を考える

第2回 保育の基本と領域「言葉」　2 教科書　第１章の内容を理解する　領域「言葉」を知る

第3回 乳幼児の言葉の発達を支えているもの　１ 教科書　第2章の内容を読んでおく　身体的関与を学ぶ

回数 授業計画 事前・事後学修

第1回 保育の基本と領域「言葉」　1 教科書　第1章の内容を読んでおく　保育の基本を知る

授業の主題
幼児が豊かな言葉や表現を身につけ、様々な周囲の環境に関わりを深めていく上で必要な専門的事項を身に
つける。

課題等への対応
(フィードバックの方法等)

提出されたレポートを採点し、コメントをおこなう。

授業の方法 スライドを使った講義、映像の視聴などをおこなう。
アクティブ・ラーニングの

実施方法
適宜、特定のテーマについてのディスカッションを通して理解を深める方法を用いる。

科目区分 領域及び保育内容の指導法に関する科目

実務の経験を有する教員担当科目
実務の経験内容及び

科目との関連

科目に含める
ことが必要な

事項
領域に関する専門的事項（言葉）

授業形態 講義 履修条件
教育職員免許法

施行規則に
定める

科目区分等

担当者 船勢　肇 単独

対象学科・
コース

幼児教育学科 配当年次 1年次 春学期 単位数
必修・選択

の別
必修 免許・資格要件 幼稚園教諭必修、保育士必修

科目区分 専門教育科目 授業科目名 子どもと言葉 科目コード



定
期
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時
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物
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表
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受
講
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度

実
習
評
価

レベル１

（Ｆ：59%以下）

①
学習
意欲

②
規律性

③
知識

50 50
領域「言葉」の基礎知
識が不十分で、他者に
説明できない。

④
技能

⑤
情報
活用
能力

⑥
課題

解決力

⑦
言語
活用
能力

50 50

レポートの体裁を整え
ず、文法に則らず、自
身の考えを論理的に書
くことが出来ない。

⑧
コミュ
ニケー
ション

力

⑨
主体性

⑩
協働性

100 100合計

実
践

行
動
・
応
用

表
現

学び考えた内容を適切
に文章として表現でき
るようになる。

レポートを執筆する能
力

レポート提出

レポートの体裁を十分に
整え、きわめて適切に文
法に則り、自身の考えを
非常に論理的に書くこと
が出来る。

レポートの体裁を整
え、適切に文法に則
り、自身の考えを論理
的に書くことが出来
る。

レポートの体裁をやや
整え、やや適切に文法
に則り、自身の考えを
やや論理的に書くこと
が出来る。

レポートの体裁を少しは
整え、少しは文法に則
り、自身の考えを少しは
論理的に書くことが出来
る。

領域「言葉」の基礎知
識をやや有し、他者に
ある程度説明できる。

領域「言葉」の基礎知識
を有し、他者に説明でき
る。

卒
業
認
定
・
学
位
授
与
の
方
針
（

デ
ィ

プ
ロ
マ
・
ポ
リ
シ
ー
）

尽
心

態
度
・
志
向

創
造

知
識
・
技
能

言葉について基本的な
知識を身に付け、これ
を保育実践に則して考
察できるようになる。

領域「言葉」に関する
基礎的・専門的知識

思
考
・
判
断

課題提出。ディスカッ
ション。

領域「言葉」の基礎知識
を十分に有し、他者に説
明できる。

領域「言葉」の基礎知
識を十分に有し、他者
にある程度説明でき
る。

評価基準

学
修
成
果
の
大
分
類

学修成
果の

中分類
[10の
力]

学
修
成
果
の

配
点
比
率

(

%

)

評価方法の配点比率（％） 学修成果の小分類 尺度

学修成果の到達目標 修得する能力 評価方法／評価指標
レベル５

（Ｓ：100～90%）

レベル４

（Ａ：89～80%）

レベル３

（Ｂ：79～70%）

レベル２

（Ｃ：69～60%）


